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インターバンクの声 （2015 年 4 月 13 日） 
 

独り勝ちにさえ見えていた米国経済も、２月以降は雇用統計を除いて弱い内

容を示す指標が多くなり、４月３日の雇用統計までも雇用者数の伸びが大き

く市場予想を下回るに至り、先週初はドル高の修正がいよいよ始まるのでは

との雰囲気が漂い始めていた。兎に角、雇用統計発表の前週には、ドル円は

極端に弱かった耐久財受注などの発表もあり１１８円台にまで下げ、雇用統

計前に欧米の株価回復などもあってやっと１２０円台前半まで戻していたと

ころでの雇用統計後の１１８円台への再下落だったからだ。ドル高期待が完

全に消えていた訳ではなかったので、１１９円台への回復は想定内にも感じ

られたが、雇用統計の前週に付けていた１２０円台のドル高値を超えるまで

の予想をした向きは極めて少なかったはずだ。１２０円４０銭台に上昇する

までの１１９円台後半や、２度程付けていた１２０円台から１１９円台へ戻

す過程でドル売りに傾けてしまった人も多かったようだ。今週も前週と同様、

各国経済指標の内容に目を凝らすことになりそうだが、米地区連銀総裁の講

演発言やＧ２０などにも一応注意しておく必要があるだろう。 
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